
出雲市立さくら小学校

成果と課題 改善策・今後の取組案 地域学校運営理事会の意見

①自分の考えをもち、主体的
に学ぶことができる子どもを育
てる。

○「めあて」で学習への意識が高まった児童は７５％とやや低かった。「『ま
とめ』や『振り返り』で、学習内容が確認できた」とする児童は８５％おり、学
習内容の定着につながったと考えられる。
○ペア、グループで学習することで「勉強がよく分かる」児童は８９％いた。
友だちと一緒に学習することで、理解が高まっていると考えられる。

○「めあて」と「まとめ」がつながるよう、学習の流れを意識した指導を行っ
ていく。
○ペアやグループでの話し合いがスムーズにできるよう、話し方や話の進
め方等を指導していく。

②自分の思いや意見を互いに
伝え合うことができる子どもを
育てる。

○「自分の考えを進んで発表、説明したり、分かりやすく書いたりすることが
できる」と感じている児童は57％と低いが、自分の考え、意見はしっかりもっ
ている。今後は、それをどのように表現力につなげていくかを考える。

○まずは、児童が思考する時間を保障する。そのうえで、どのように表現
すればよいかを具体的に伝えたり、モデルとなる発表を評価したりする。

③自尊感情を高め、自他共に
大切にすることができる子ども
を育てる。

④支え合い、高め合うことがで
きる集団づくりに努める。

⑤健康に気を付け、基本的な
生活習慣を身に付けた子ども
を育てる。

⑥進んで体を動かすことがで
きる子どもを育てる。

一人一人を大切
にする教育の推
進（特別支援教
育の充実）

⑦児童理解に努め、個に応じ
た指導・支援を行うとともに、
授業のユニバーサルデザイン
化に努める。

○教材・教具や発問、板書、学習形態を工夫し、子どもの学習意欲を高め
るよう努めた。また、習熟度に応じた指導を意図的、計画的に実施した。
○児童は、「自分は勉強をがんばった」（９０％）「先生は分かりやすく教えて
くれた」（９０％）としており、授業の工夫等が反映されたと考えられる。

○学力調査、実態調査等の結果を分析して、さらに改善を図っていく。
○習熟度別指導、少人数指導については、児童一人一人の状況を把握
し、適切に行っていく。

地域の教育素材
を生かした教育
の推進

⑧地域と積極的に関わり、地
域の「ひと・もの・こと」を生かし
たふるさと教育を推進する。

○本年度１学期は、新型コロナウイルス感染症対応があり、ふるさと学習は
十分行うことができなかった。２学期以降は、感染症対策を施しながら実施
した。その際、地域学校運営理事会やコミュニティセンターの支援は大きい
ものがあった。

○これからも新型コロナウイルス感染症への配慮は欠かすことができない
と思われる。したがって、地域学校運営理事会やコミュニティセンターと十
分に連絡を取り合い、安全最優先で取り組んでいく。

開かれた学校づ
くり

⑨情報の発信と収集に努め、
家庭・地域と連携して児童の
育成に努める。

○「学校は、学校や子どもの様子を積極的に情報発信している」と回答した
保護者は９４％と高値であった。ただ、ブログの更新が滞ったことは反省す
べき点である。

○学級便り、学校便り等、紙面による情報発信をこれまで通り続けていく。
また、ブログの更新は管理職が気を付け、多様な情報発信を心がける。

安心・安全な学
校環境づくり

⑩子どもが安心して学校生活
を送ることができるよう、施設・
設備の安全保全に努める。

○本年度は、新型コロナウイルス感染症防止対策を最優先課題として取り
組んだ。学期ごとに「授業や学習活動での新型コロナウイルス感染症予防
対策」を示し、保護者の理解と協力を得るとともに、教職員も対策を意識し
ながら児童の指導を行った。
○火災、自然災害、不審者対応想定した避難訓練やメディア接触、薬物乱
用防止に関する学習を計画的に実施した。
○上記のことについて、保護者の受け止めも「適切に行っている」が９５％
と、高評価をいただいた。

○新型コロナウイルス感染症に関する情報収集に努める。その情報にもと
づき、学校で行う具体的な行動について指針を示す。
○各種避難訓練等を計画的に実施する。教職員の対応訓練も行う。
○臨時休業や登下校の時間変更に際しては、気象状況等の情報を収集
し、適切な対応をとっていく。東部ブロックや平田中学校区の他校とも連絡
を密にし、総合的に判断する。

働
き
方
改
革

働き方改革

⑪健康管理に留意し、ワーク・
ライフバランスの充実をめざ
し、長時間勤務の是正に努め
る。

○「健康管理」については、教職員評価１００％であったものの、「業務の効
率化」は７５％と、まだ十分とはいえない。
○「タイムカード」で、個別、全体の勤務状況を把握することはできるが、多
忙感や負担感の軽減には直接はつながっていない。
○今後は、学校行事や諸活動、教員の事務的な作業をさらに見直し、適正
な勤務時間にしていきたい。

○新型コロナウイルス感染症対策ともからめ、行事、活動の内容の精選や
実施そのものを見直していく。「これまでやっていたから」という考え方を改
める。これまでの実施を変更する場合は、事前にＰＴＡ役員や地域学校運
営理事会に説明、理解を求めたうえで行うなど、ていねいに対応する。
○細かなところから業務負担削減を進める。例えば、保護者へ文書による
周知に代え、連絡メール等を活用する、職員会議では連絡的な議題は職
員朝礼や日報で行う、など。

【①ペア、グループ学習】
最近は、大人の研修会でもグループワークが
多く取り入れられている。発表や記録の役割な
どは、何回かやるとだんだん自信が付いてく
る。また、話し合いをしていくうちに、お互いに
意見交換ができるようになってくる。繰り返すこ
とでスムーズにできるようになる。子どもたち
も、話し合いを繰り返し行うことでだんだん上手
になってくると思う。

【②思いを伝え合う】
大人でも、思っていることを１００％伝えること
は難しい。子どもは、なおさらだと思う。子ども
たちの表現力を高める方法、話し方などを引き
続き工夫してほしい。

【⑩避難訓練】
・学校は、事前予告なしの避難訓練を計画して
いる。これは、子どもが主体となる訓練であり、
日々の指導の評価にもなる。
・予告なしの避難訓練は、大人がやっても有益
なことである。地域で避難訓練をしている。
・まずは、自分の身を守ること。そして、余裕が
あれば他にも気を配ることができるとよい。
・はじめはうまくできなくても、何回もやることで
プラスの行動になっていく。
・状況に応じた行動がとれるよう、事前に十分
指導しておくことが必要である。

【⑪働き方改革】
・学校の先生など、人と接する仕事は時間で切
れないところもあるので、大変だと思う。
・「持ち帰り残業」はしないように心がける。どこ
かで線引きをしないといけない。「まあ、まあ」
でやっていると、なかなか改善につながらない
ものである。
・管理職が勤務時間（特に勤務終了時刻）を把
握し、個別に面接や声がけをしていくよう、職
員に積極的に働きかけてほしい。

【その他　「保護者意見交換の場」】
・保護者同士が、町内など地域ごとに寄って意
見交換をする場があると、そこで、細かなこと
でも十分に協議ができる。以前は、そのような
場があったが、今はどうか？
・本年度は、コロナ禍のために、集まること自
体ができなかった。年度初めのＰＴＡ総会もで
きず、保護者同士の顔合わせや意見交換など
もできない状況だった。来年度は、コロナの様
子も注視しながら、保護者同士の意見交換・情
報交換の場を考えていきたい。

学校経営方針の具体目標

令和２年度　学校評価 【学校教育目標】　ふるさとを愛し　自ら学び　心豊かにたくましく生きる子どもの育成

○「自分はがんばっている、よいところがある」と考えている児童は、１～３
年生は８５％（前年７５％）、４～６年生は７０％（６３％）と、上昇傾向にあ
る。引き続き、自尊感情を高めていく取組を継続していく。
○「友だちと仲よく過ごすことができた」とする児童は９１％で前年より４ポイ
ント上昇している。また「我が子は、友だちに思いやりのある接し方をしてい
る」と感じている保護者は９４％で、２ポイントの上昇である。今後も受容的
な態度がさらに高まるよう、よりよい人間関係づくりに努めていく。
○児童の肯定的評価が昨年度より上がった理由のひとつに、本年度取り組
んだ人権・同和教育の成果があると考えられる。

学習に進んで取
り組む子どもの
育成

心豊かな子ども
の育成

○教師は、子ども同士でお互いのがんばりを紹介し合ったり、認め合ったり
する場を意図的に設ける。また、教師が一人一人の児童のよさを学級や集
団に広げ、肯定的な価値付けを積極的に行う。
○教職員間で児童に関する情報交換をこまめに行い、課題を共有したり、
問題の早期発見、早期対応につなげていく。
○今後も授業や諸活動で「人権・同和教育上の視点」を意識した取組を継
続する。

○令和３年度と４年度、本校は出雲市の健康教育研究指定を受けている。
このことも活用し、児童の心身の健康増進を全校体制で進めていく。その
際、保護者や地域と連携し、地域ぐるみで取り組んでいく。
○毎朝の「元気アップ体操」や体育の準備運動「さくらっこ体操」をこれまで
以上に意識的に行う。

たくましく生きる
子どもの育成

○「早寝・早起き・朝ごはん」（児童：８１％、保護者：６８％）「忘れ物をしな
い」（児童：８１％、保護者：５８％）と、意識の差がある。個別に指導、支援
が必要な児童もおり、保護者と連携して改善していく必要がある。
○児童は、元気よく遊んだり運動したりしている。（８７％）学校でも、全校遊
びを行ったり木曜日の昼休みを“ロング”にしたりして運動を奨励してきた。
一方で、家庭で長時間ゲームをしている児童がおり、これについても保護
者と連携して対応する必要がある。
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